
平成２１年１２月２１日（月）～１２月２７日（日）〔平成２１年第５２週〕の感染症発生状況 

第５２週で報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎となっています。 
インフルエンザは、定点あたり１１．８１で前週と比較して減少しました。一方で、感染性胃腸炎の報告は前週に引き続き増加し、警報レベ

ルである定点あたり２０に近い状況であり、今後の発生動向には注意が必要です。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

インフルエンザ発生状況（３年間）
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感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、何の病気が流行しているか！

第５２週報告数第２位 

第５２週報告数第１位 

いよいよ冬本番、予防の徹底を心がけよう！ 

左のグラフが示すように、流行ピーク（ほとんどが新型インフルエンザ患者です）を終えたように見

えますが、下のグラフが示すように過去５年平均データをみると、季節性インフルエンザは１月下旬か

ら 2 月上旬にかけてピークを形成します。 
インフルエンザ患者報告数

過去５年（平成１６年から平成２０年まで）平均
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これから冬本番になります。新型インフルエンザ

も、季節性インフルエンザも予防方法は同じです。

今一度、次に示す予防方法を徹底し、自分がウイル

スに感染しないように、また他の人にウイルスを感

染させないように、インフルエンザウイルスに負け

ずにこの冬を乗り越えましょう。 

新型インフルエンザに関するお問い合わせは 

電話番号０４４－２００－２６９２ まで御連

絡ください。 

季節性インフルエンザ 

のピーク 

インフルエンザの予防法 基本の６か条 
 

         

                       

 

①うがいと手洗い 
②外出時のマスク ③人ごみを避ける 

④十分な睡眠 

⑥バランスが
取れた食事

⑤十分な 
加湿

（受付時間：月曜日から金曜日（祝日を除く）８：３０から１７：００まで） 


